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ITの発達により私達の生活は仙利になりましたが、

借報が急速かつ彪大に交錨する状況を生み出すこと

にもなりました。これはliiに佃人レベルにとどまら

ず、国家間や巨大産業、経済パワーの相互の国|際間

でも|司様で、ついには剛嫌'li!i鞭を溢聴分析し、管理

かつ利川して他ﾄiilや他の企業よりも優越的な地位に

立とうとする「ll1際傭報峨争」の時代に突入する結

果となりました。 I]木もこの地球規棋で展開される

｢|篭|際惜報戦争」に巻き込まれているばかりか、その

重要な役削を果たし、また傍受される目標となって

いますが、このことはあまり知られていないようです。
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圏出席報告

会其 70(62)格 出席 40名

出職率 “52％

前々Ir'l 3月5I] (修正出勝率) 98.39%

囮ゲスト紹介

愛知'ｻ:院火'､}::閑学部 教授 土屋友幸氏

へ

／エシュロン【起源は、第_患次世界大戦中の英､、

米両国の戦争を優位に展開するための情報協力

がその出発点で、 これが順調に推移したことか

ら同大戦終結後の1946年3月に「連合|玉|と合衆

国の安全に関する合意」朧||際協定が成立し、新

たにカナダ、オーストラリア、ニュージーラン

ドが加わり、 5"|:'ilが榊成貝となる全地球的通

峰信傍受システム】 ノ

|佐久間幹事報告
1 ．次lril例会終j'後、理那役員会を開催致しますの

で111蛾役員の方はお残りドさい。

a2002～2003年度地区委員の委嘱状伝達

へ
現在、 ヨーロッパでは「エシュロン」と呼ばれる

ものが大きな|州題となってきています。エシュロン

の中心となるのはアメリカの|玉l家安全保|戦局(NSA)

であり、 このNSAというのはアメリカ映画「エネ

ミー．オブ・アメリカー｜に薮場する不気味な情報機

関であるといえば|映価iフプ'ンならすぐ思い浮かべる

ことができると思います。 「エシュロン」の任務は通

信衛星、海底ケーブルなどを経由して行われる電話、

ファックス、電子メール、無線通信等をすべて真空

掃除機のように‐切をI吸収してしまうことから始ま

り、傍受された通信は「辞舞」と呼ばれるコンピュー

ターに取り込むことです。そして収集された情報は

情報分析の専門家によって糀密かつ大規模に分析、

総合され各方面の亜要な意志決定に利用されること

になります。聯実、 この「エシュロン」が国際情報

通信の溢聴を↑jい、 その成果がアメリカの巨大企業

の脚際的な締済活動に利用されているという疑いが

強まっており、 そのために欧州議会の特別委員会が

調査を進めた結采、昨ｲ|皇5月に「エシュロン並びに

それに額するシステムによる地球的規棋の傍受活動

』

会長より川l藤亜雄料にライラ委員の委嘱状が手渡

されました。

｜笹野会長挨拶｜
艀さん‘ こんにちは。水!」は愛知学|院歯学部の土

I義光ﾉkをお迎えして後程おI活を伺います。

さて、近年では'li1i,殿技術の発達により我I茎lにおい

て鵬'冊唯納を所;fi.している人口は6000万人を超え、

さらにインターネッ｜､の利川尚も25()0万人に達する

そうです。皆さんが脈|_|のように貝.にする、情報技

術(I'1,）の時代です。
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が進行中である」との結論に達しました。

「エシュロン」の存在は、このような国際|肖報網

が世界中にはりめぐらされているということを認I識

させ、国際社会においてアメリカの世界支配を容易

かつ確固たるものにしているといわれます。そして

アメリカは、その存在驚異だけで他国よりも有利な

立場に'):てることになるのです。けれどもアメリカ

政府は一度も「エシュロン」のｲ,《在すら認めていま

せん。 「エシュロン」の基地は我|ヨの青森県三沢の米

軍基地Iﾉ1にもあり、 ここに設祇されているLi大アン

テナがその翼を脳っているが、 これは一般には知

られていないそうです。そして、 これにより我l lilの

すべての迩備も「エンュロン」の傍受の対･象になっ

ており、 、Iz#llボケの状態におかれている我|玉lにおい

ては「国際l1'i,殿峨争」についてのI認識がまだまだ希

薄であります。情報の重要性がますますI笥まってい

る現在において、我国としても'li'i報の盗聴をされな

いための防御手段の方策を識じるべき時期にきてお

り、 これらを認!識することが我l ';|が21世紀を生き延

びるために・瀞大切なことではなかろうかと思い

ます。

圏講演

“小児歯科医が感じる子供の心の問題”

愛知学院大学歯学部教授土屋友幸氏

（紹介黒須さん）

一小児閑科・医として30年間子供たちと接してきて、

また恩師故照須一夫教授のもとで小児の歯科医療心

理の研究に携わってきて、最近痛切に感じるのは小

児の社会性の未熟さです。社会性とは社会の中で生

活していくのに必要な様々な能力を獲得していくこ

とであり、幼児の社会的行動は母親や近親者からの

働きかけに対して情緒的反応を示すことから始まり

ます。

人間は考える脳と感じる脳をもち、その二つの脳

のバランスがとれた時に社会の秩序が保たれ'|川人と

しても安定した生活が保たれます。 500万年かけ

て作られた現代人の脳は、 ノk命を維持する脳幹部の

周囲に惜動（感情）を支配する大脳辺縁系といわれ

る部分が発生し、 さらに何百万年かけて思考する脳

が情動の脳の上に建て増しされた歴史を持っていま

す。情動をつかさどる脳は思考する脳の生まれるは

るか前から存在していたのです。子供たちが心豊か

な人間をk活を送ることができるように、大人たちは

二極瓶の脳（感じる脳と考える脳)、言種獺の知性

(感じる知性と考える知'ﾄ|首）をI慨く操縦する方法を伝

えなければなりません。

「21世紀は心の時代」との指摘もあり、少子化の

進む中、心身ともに健康な子供たちを育てるために

家族関係や家庭環境、地域社会の環境など人間形成

の場の在り方を大人が社会が真剣に取り組む必要が

あると思います。

最後に、 このような機会を与えて頂いた黒須委員

長ならびに千種ロータリーの皆様に感謝申し上げ

ます。

えて頂いた黒須委員

野様に感謝申し上げ
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蓬昭和36年に愛知学院大学歯学部が開設されてから

40年、私がII"l146年(1971年)に本学鯛学部小児鯛科

学識座に入ﾙjしてから30年が経過しました。

開設当時は歯科大学が全国で8校しかなく、 しか

も小児歯科'､¥:榊唯は東京医科歯科大学と本学にしか

ない状況で小児悠音は重症餓蝕に悩まされていまし

た。そのため'ﾙl学当初から小児触音が殺到し､いわゆ

る「小児繼背の洪水時代」と呼ばれた1I＃期で治旅IIM

始までの待機期|冊lが3年半という災辮事態が続きま

した。

その当時からすれば今の小児燗科の状況は夢のよ

うであり、小児の1 I腔内の健康状態は緬蝕の減少や

i怪陽化が進み､治娠から予防へと火きくシフトし小児

の健康の維持･琳進は雌実に目的を途しつつあります。

しかしながら、身体の健康は他全化に向かってい

るのに対して、桁神の健康は逆〃向に向かっている

のではないかと危恨されます。がl lのように報道さ

れる家庭内染ﾉﾉや校内暴力、小児や背少年のIXI悪犯

罪、 さらにはlilj籾などによる幼児虐祢は現代社会の

り丙的な状態を反映しています。
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囮ニコボックス（3／12．3／19）は紙面の都合」

回掲戦と致します。

囮次回例会（4月2日）

クラブフォーラム（ライラセミナー報告）
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